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Abstract

　　The purposes of this study were 1）to identify the fundamental competency to be an international 

Red Cross relief nurse， and 2）to establish human resources development program for international 

Red Cross activities in the Baccalaureate Nursing Education. Semi-structured interviews were 

conducted with ten experienced international Red Cross relief nurses. 

　　The result revealed that the fundamental competencies were 1）knowledge about Red cross 

philosophy and activities， and culture， 2）interpersonal skills a coupled with Nursing Competencies， 

and 3）well-round character. Considering the above， we established a specialized program which 

offers the following subjects: 1）English， nursing English and Red Cross first aid as required， and 2）

international nursing practice in the U.S. and in Asian countries as optional. In addition， students in 

the program will have to be encouraged to be actively involved in Red Cross related volunteer works 

and language leaning. It is essential to keep nursing students highly motivated to serve in international 

activities by setting up an appropriate educational program in collaboration with Red Cross affiliated 

hospitals.
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Ⅰ．はじめに

　日本赤十字社は、1890年より救護看護師の養成を開

始し、看護師教育に先駆的に取り組んできた。それは、

赤十字の理念である人道の実践を果たすためであり、

赤十字で教育を受けた看護師は、それぞれが救護員と

しての自覚のもとに、医療はもとより社会に貢献する

人材として育成されてきた。1998年には「日本赤十字

社の看護婦（士）養成の基本的方向性」を策定してお

り、この中で「多様な価値観を尊重し、人間性が豊か

で国の内外の救護活動で活躍できる資質の高い看護師

は大学で養成する｣方針を示している。

　本研究が目指すものは、Ｈ赤十字看護大学における

国際救援・救護に貢献できる人材を育成することにあ

る。その理由として、赤十字看護の特徴は、施設内看

護にとどまらず、国内外の救護活動を行うことである。

赤十字災害救護活動は、指定公共機関として国への協

力が義務付けられており、また、国際赤十字や二国間

赤十字の要請により、近年国際救援活動も増加してい

る。そのため看護実践能力に加え、語学能力をもった

人材育成が期待される。

　Ｈ赤十字看護大学は、「国際平和文化都市」に位置

しており、赤十字の国際救援・救護活動に関心を示し、

入学してきた学生も多い。国際救援活動の実際を、学

生時代から生活や語学の話を含めて聞くことができた

ら、具体的な将来像と現実性を持って語学の勉強に取

り組み、就職後もモチベーションを保ち続けることに

役立つと考えられる（会沢，2001，p.925）。

　これらのことから、語学教員、各領域担当看護教員、

赤十字関連科目担当教員、日本赤十字社Ｈ県支部、赤

十字病院との連携を図り、大学で看護・医療の分野だ

けでなく、語学教育を含めた国際救援・救護活動に必

要な、４年間一貫した内容で構成された基礎的能力を

育む特化した教育プログラムを設置し、意図的に教育

したいと考えた。そこで、赤十字の国際救援活動に貢

献できる人材育成のために大学卒業時に必要とされる

基礎的能力を明らかにし、赤十字の国際救援活動に貢

献できる人材に必要な基礎的能力を育成するための教

育プログラムを検討することを目的に調査を行った。

Ⅱ．研究方法

Ａ．研究対象者

　国際救援拠点病院の赤十字看護師と所属病院の継続

教育に携わっている看護管理者計10名の赤十字国際救

援・開発事業にヘッドナースとして携わった経験があ

る看護師を対象とした。派遣回数が複数回であり、ヘ

ッドナースとして携わった経験と国内においては継続

教育に関わる中で大学卒業時に期待する能力について

経験に基づいた考えをもっておられると予測し、その

主旨を看護部長に説明し、対象選択の協力を得た。

Ｂ．研究方法

　質的記述的研究方法

Ｃ．データ収集方法

　国際救援活動に貢献する人材育成に関する文献検討

を行った後に、インタビューガイドを用いて、半構成

的面接を実施した。半構成的面接の内容は、①赤十字

国際救援活動に参加された動機と経験、②赤十字の国

際救援活動に行く人に必要な看護実践能力や考え方、

③海外で働くために必要な資質、④海外で国際救援活

動をするための専門的知識、国際救援活動に参加した

いと考えている赤十字系大学生に卒業時必要と思われ

る能力、⑤学生のときに体験しておくとよいと思われ

ること、⑥国際救援看護師の院内での看護業務と平素

からのトレーニングについて工夫していること、⑦国

際医療救援看護師の人材育成における問題や課題の７

項目であった。国際救援看護師の教育に携わっている

看護管理者へは、国際医療救援拠点病院として、看護

師の人材育成に関する教育プログラム（新卒教育プロ

グラムから国際救援活動まで）を前述の項目に加えた。

要旨

　本研究は赤十字の国際救援活動に貢献できる人材育成のために大学卒業時に必要とされる基礎的能力を

明らかにし、それらの能力を育成するための一貫した構成内容の教育プログラムを検討した。赤十字国際

救援経験者である看護師10名に半構成的インタビューを実施した結果、赤十字国際救援活動に貢献する人

材としての基礎的能力として①知識②実践能力③人間性が求められることが明らかになった。また、教育

プログラムを検討した結果、現在選択科目である英語・看護英語は必修、国際看護学演習は米国とアジア

諸国を選択、赤十字救急法は必修科目に変更した。将来国際救援活動を希望している学生に対し、１年次

から、語学教育とボランティア活動の奨励を中心に特化した履修モデルに基づき履修指導の強化を図る。

赤十字系看護大学における看護基礎教育では、国際救援活動へのモチベーションや意欲を高められるよう

に大学と赤十字施設との連携をとりながら教育プログラムを構築することが必要と示唆された。
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Ｄ．研究期間

　2006年４月から2007年５月。データ収集期間は2006

年９月から11月。

Ｅ．分析方法

　Berelson（1957）の内容分析法を参考に分析を行っ

た。まず、MDレコーダーに録音したインタビューを

逐語録に起こし、赤十字の国際救援活動に貢献する人

材育成のために大学卒業時に必要とされる基礎的能力

とその能力の開発に関する内容が現れている部分を抜

き出し、その内容をゆがめることなく簡潔にした上で

記録単位を抽出した。さらに抽出された記録内容に共

通性のあるものを集め、中項目としてまとまりごとに

命名した。その上で、抽出された中項目の内容に共通

性のあるものを集め、大項目として命名した。

Ｆ．倫理的配慮

　調査に際しては、研究対象者の所属する施設の看護

部長に研究の主旨と方法を説明し、同意を得た。その

後、研究対象者に研究の目的、内容、方法を十分に口

頭と文書で説明し、研究協力依頼を文書および口頭で

行い、面接者には自由意志での研究協力を保障し、面

接に際して研究協力同意書に署名してもらいその自由

意志を確認した。得られた個別情報は研究者以外には

漏れないよう、厳重にその保護に努め、コード化し匿

名性を確保した。取得したテープ等の情報は研究終了

後には破棄することを約束した。

Ⅲ．結果

Ａ．研究対象者の概要

　研究対象者10名の職位は、看護教員２名・看護係長

１名・看護師長６名・看護部長１名であった。国際救護・

救援の派遣経験の内容は、ERU，ICRC，地震・津波

被災者救援事業、干ばつ被災者救援、保健医療支援事

業、紛争犠牲者救援であった。

Ｂ．赤十字の国際救援活動に貢献する人材育成のため

に大学卒業時に必要とされる基礎的能力

　面接調査の結果から、赤十字国際救援活動に貢献す

る人材としての基礎的能力として①赤十字の知識・海

外活動への理解・看護実践活動の知識・異文化理解

の知識、②人間関係構築能力・看護実践能力・自己管

理能力としての実践能力、③ヒューマン・ケアリング

を実践する人間性が求められることが明らかになった

（表１）。

１．知識について

　４年制赤十字大学の卒業時に必要な基礎的能力のう

ち、中項目として赤十字に関する知識、海外活動への

理解、看護実践活動の知識、異文化理解の４項目があ

った。

１）赤十字に関する知識については、赤十字の理念・

組織、赤十字の活動の目的・目標の理解、国際人道法

の理解、赤十字七原則を日常的に使える知識の理解が

あった。

２）赤十字の海外活動に関する知識としては、赤十字

の研修への参加、国際救援活動者の経験の講演会への

参加などにより、具体的にどのような活動をしている

のか、知識として知ることがあった。また、赤十字以

外の海外活動については、国際救援に対する幅広い知

識・幅広い視野を持つためにも、青年海外協力隊員の

派遣経験談を聞く機会や赤十字以外の研修参加の機会

をもつこともあげられた。

３）看護実践活動の知識については、さらに基礎的看

護知識、災害看護に関する基礎的知識、プライマリ・

ヘルスケアに関する基礎的知識、管理・教育に関する

基礎的知識の４つの小項目があった。

①基礎的看護知識

　基本的な看護の知識の習得は当然必須であり、知識

に伴う「判断力」「応用力」は卒業後に習得するよう

になるということがあげられていた。

②災害看護に関する知識

　赤十字救急法習得は必修という認識であり、トリア

ージの知識をもつこと、院外・院内の防災訓練への積

極的参加、国内救援活動ができる知識をもつことなど

があげられた。また、災害支援優先者や開発援助につ

いての基礎的知識ももつことが、卒業時に必要な知識

として述べられていた。

③プライマリ・ヘルスケアに関する基礎的知識

　プライマリ・ヘルスケアに関する基礎的知識として、

具体的な内容には、公衆衛生に関する知識、熱帯医学

に関する知識、栄養指導に関する知識があげられ、地

域に目を向けられるような教育、公衆衛生に対する保

健活動などの基礎的知識を持っていることが望まれて

いた。また、WATSAN（water & sanitation；水と

衛生分野）の専門家の話などについての知識も必要と

されていた。

④管理・教育に関する基礎知識

　赤十字の場合、特に、住民への教育指導、病棟の管

理などスタッフ管理・教育を実施する立場で派遣され

ることが多く、看護教育・看護管理に関する基礎的知

識が必要とされていた。

４）異文化理解は、多種多様な文化に関する基礎的知

識、海外での体験学習の小項目で構成した。

①多種多様な文化に関する基礎的知識

　異文化を理解するには、宗教学、文化人類学などの

学問の習得や外国との交流の機会をもつことがあげら

れた。

②海外での体験学習

　海外研修プログラムへの参加、赤十字のカンボジア・
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タイなどのプロジェクトの見学・体験、赤十字がプロ

ジェクトを展開しているアフリカ・アジア諸国での活

動の見学（例えばタンザニアやフィリピンなど）、国

際協力機構（JICA）、国境なき医師団（MSF）、国際

緊急援助隊医療チーム（JMTDR）への参加という具

体的な内容があった。

２．実践能力について

　実践能力は、人間関係構築能力、看護実践能力、自

己管理能力の３つの中項目で構成した。

１）人間関係構築能力は、さらに、語学力とコミュニ

ケーション能力の２つの小項目で構成した。

①語学力

　「語学力」は共通する意見として最も多く、就職

後に、モチベーションを保ち続けるためには、語学

力を身につけていることは重要要素であることが

わかった。日本赤十字社では国際救援・開発協力要

員基礎研修会（BASIC TRAINING COURSE FOR 

FUTURE DELEGATES 以下BTCと略す）の参加資

格をTOEIC730点以上としていることから、具体的に

は英語（TOEIC600点以上・BTCを受けられる程度）

や最低限英語でディスカッションする能力、医学用語

を含めた英語力（解剖・疾患・症状）が望まれていた。

また、第二語学としてフランス語、スペイン語の習得

もあればよいという意見もあった。

②コミュニケーション能力

　日本語でのディスカッションの能力、他者理解、自

己理解の経験を積む、積極的な対人関係能力、オープ

ンに話せる能力、プレゼンテーション能力・自己表現

の能力、チームワークをとることのできる能力、自己

主張ができるなど、具体的な行動として表現された。

２）看護実践能力として、確実な看護技術、マネージ

メントに関する基礎的能力、問題解決能力があった。

①確実な看護技術

　確実な看護技術としては、衛生管理や清潔にするな

どの基本的な知識・技術、看護技術に関しては基本を

しっかり身につけておくことが必要とされていた。ま

表１．大学卒業時に国際救援活動に貢献する人材として求められる基礎的能力と特化コースの関連科目・検討内容

大項目 中項目 小項目 主な関連科目 検討した内容

知識 赤十字の理念 赤十字の理念・組織・活動 赤十字の歩みと活動

国際人道法 生命と倫理

海外活動への理解 赤十字の海外活動 赤十字の歩みと活動 国際救援活動経験看護師の体験談・
ディスカッション

赤十字以外の海外活動 国際社会と保健活動

看護実践活動の知識 基礎的看護知識 看護学領域科目

各領域実習

災害看護に関する基礎的知識 災害看護学 災害救護活動・大規模防災訓練に参加

プライマリ・ヘルスケアに関する
基礎的知識

国際社会と保健活動 国際保健活動体験者（看護師）による
特別講義

医療の本質

地域看護学

管理・教育に関する基礎的知識 看護教育学・看護管理学

総合看護実習

異文化理解 多種多様な文化に関する
基礎的知識

国際社会と政治

人類と文化

海外での体験学習 国際看護学演習（米国） アジア諸国は新たに交渉中

実践能力 人間関係構築能力 語学力 英語（ReadingⅠ・Ⅱ・Ⅲ，WritingⅠ・Ⅱ・
Ⅲ，Lis.&Spe. Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

特化コースは必修・ＴＯＩＣＥ試験

フランス語Ⅰ・Ⅱ

中国語Ⅰ・Ⅱ

看護英語 ４年次看護英語履修

基礎ゼミ １年次から希望者は英語ゼミを選択する

コミュニケーション能力 援助的人間関係論

各領域実習

看護実践能力 確実な看護技術 赤十字救急Ⅰ・救急法
各領域看護学講義・演習・実習

特化コースは必修（２年次から４年次
までに履修可能）

マネージメントに関する
基礎的能力

問題解決能力

自己管理能力 多様な文化や状況への適応能力 国際看護学・国際看護学演習 特化コースは必修

人類と文化

生活力 教養科目

各看護学領域講義

人間性 ヒューマン
ケアリング

自立した精神 各看護学実習
赤十字奉仕団活動、ボランティア活動など
学生支援　等

積極的なボランティア活動参加への働
きかけ人を思いやるやさしさ

協調性
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た、災害看護実践能力として、救急法の技術の習得は

必要とされていた。

②マネージメントに関する基礎的能力

　人材・物品を管理するための基礎的能力が必要とさ

れていた。

③問題解決能力に関する基礎的能力

　看護上における問題解決だけでなく、「日常生活に

おいてちょっとわからないことを積極的に情報収集」

しながら「どう解決すればいいのか、どう求めればい

いのかがわかる」という問題解決能力が求められてい

た。

３）自己管理能力として、多様な文化や状況への適応

能力、生活力の小項目から構成した。

①多様な文化や状況への適応能力

　「環境が変わったときにいろいろな人と人間関係を

つくることができるストレスの処理能力」、「自分の限

界を知っておくこと」、「状況にあわせて対応する」「違

う社会にすぐ溶け込める適応力」「判断力」、「自分の

価値観ばかりに凝り固まらないような柔軟性」、「文化

を受け入れたり、他者を認める」、「自分のいる場所や

状況に合わせていく能力」があった。また、「赤十字

が何か、大きな目的、目標があったら、ご飯がどうで

あろうと、住むところがどうであろうと、言葉が通じ

ないであろうとか、あまり気にしない、・・・赤十字

とは、ということを日常生活の中から学んでいくこと

が学生には非常に重要」という意見もあった。

②生活力

　異文化社会での生活に適応するための身体的・精神

的能力として、「自分たちの食べるものは自分たちで

作らないといけないので、料理はできたほうが良い」

「自律して生活できる能力」が必要という意見があっ

た。

３．人間性について

　人間性については、ヒューマン・ケアリングの観点

から、自律した精神、人を思いやるやさしさ、協調性

の３つの小項目で構成した。

１）自律した精神

　外交的であること、自律性が育っていること、一般

常識があること、与えられた役割を果たせる能力が卒

業時には必要とされていた。また、赤十字の理念に基

づいた行動力、赤十字の一員としての信念を持ちなが

ら、看護者として行動できることも必要とされていた。

２）人を思いやるやさしさ

　相手を尊重する気持ち、謙遜の心をもっていること、

人に対して何か自分が一生懸命したいという気持ちが

あげられ、中には、「対象に対して誠意をもって関わ

りたいという気持ちだけ育ててくれていればいい」と

いう意見もあった。

３）協調性

　国際救援活動では、チームとして活動するため他者

と協調できることが必要であることが意見として多く

あがった。

　その他、一部の意見として、「看護の基礎教育は直

接的には役に立たない」「少数エリート制に特化しな

いと使える人材育成にはならない」の意見もあった。

　以上の結果を元に、現行のカリキュラム内容の見直

しを行った。

Ⅳ．考察

Ａ．国際救援に貢献できる人材として４年制赤十字大

学卒業時に必要とされる基礎的能力

　本学は、赤十字の大学として、資質の高い看護師や

将来の救護看護師や看護指導者を育成する役割を担っ

ている。その役割を果たしていくためには、できるだ

け多くの学生が、将来期待される役割が担える人材に

育つよう、大学をあげて学生に機会を提供できるよう

取り組む必要がある。

　今回の面接調査では、４年制赤十字大学卒業時に国

際救援に貢献できる人材として必要な基礎的能力とし

て、赤十字の理念・海外活動への理解・看護実践活動

の知識・異文化理解の知識、実践能力として人間関係

構築力・看護実践能力・自己管理能力、ヒューマン・

ケアリングを実践する人間性の大きく３つの基礎的能

力が求められていることがわかった。

　特に、赤十字の理念に精通していることは、赤十字

系大学での卒業時の基礎的能力としては必須である。

救援活動は常に根本的なジレンマを抱えている。災害

発生時から起こってくるさまざまな問題を解決する際

に、倫理的判断基準となるのが人道・公平の原則であ

る（平野，2006，p.37）。このことから、看護基礎教

育終了時には、国内外における赤十字運動の推進者と

なれるよう、まず個人を尊重した看護活動ができる基

礎的能力を有しておくことが望まれる。そのためにも、

赤十字の理念の下、４年の教育過程で、赤十字の基本

原則を日常生活、看護実践、災害時に活かし実践でき

る能力を養うことは赤十字看護師養成において重要で

ある。現在行っている自治会活動の一環である赤十字

奉仕団活動などへの参加も、赤十字の理解を深めるも

のとして位置づけ、教育プログラムに組み込み、積極

的に推進することも考慮する必要がある。

　柳澤（1997，p.1016）は、国際協力に関わる看護職

に多い悩みとして、語学力・予想していた業務と現実

とのギャップ・文化、宗教の違い、環境の違い、人間

関係、人道的悩みなど11項目を挙げている。今回の調

査においても、基礎的能力に望まれることとして、同

様の項目が得られている。特に、語学力に関しては、

どの研究協力者も一様に必要性を述べていた。他国の

人々とチームの中でコミュニケーションをとり、人間

関係を築く上でも、語学力は欠かせない。また、国際
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救援活動の現場では、日常会話だけでなく、討論、交

渉、文書作成などを外国語で行わなければならない。

就職後に、国際救援拠点病院では集中的に語学研修を

行われるが、実際に卒業後３～５年の間、国際救援看

護師志願者としてモチベーションを保ち続けるために

も、語学力を身につけておくことは有用であり、積極

的な教育プログラムへの取り組みが必要である。

　国際救援活動における看護の役割は、被災患者や家

族に対する直接ケアと現地スタッフとの協働や他部門

との連絡調整などを含んだ管理業務に分かれる。そこ

で活動するには、災害に対する基本的知識と技術、語

学力、異文化理解などを始め、自然環境の違いや異文

化の中で看護活動ができる資質、異文化の中での管理

能力や協調性などが必要である（小原，2006，p.20）。

これらの資質の基を看護基礎教育の中で育成するため

の教育内容・方法をどのようにするのか、創意工夫が

求められる。

　Ｈ赤十字看護大学は、ヒューマン・ケアリングを教

育理念の基軸にしており、「人間」「知」「関係」「技」

の統合の上に基礎的なヒューマン・ケアリングが実践

できる能力の育成を目指している（稲岡，2001，p.26）。

そして、講義・演習・実習の過程でその理解を深め、

実践力を高められるように学習を支援している。特に

「技」の領域にある看護学実習では教員と実習指導者

が協同して、ヒューマン・ケアリングに共通認識をも

ち、指導展開を図ることが必要である。そして、今後

よりいっそう自律した精神・人を思いやる優しさ・協

調性が身につくような教育方法の開発、現行カリキュ

ラムの評価と再構築を行っていくことが求められる。

Ｂ．入学時から卒業時までの一貫した構成内容の教育

プログラムの検討

　本研究が目指すものは、赤十字の“人道”の理念の

もとに、国内外で救援・救護活動を組織的に実施でき

る基礎的能力育成のための大学教育プログラムの構築

である。現行のカリキュラムでは、国際救援・救護活

動が行える人を意識的に育成するカリキュラムと成り

得ておらず、各教員の国際救援・救護活動に貢献する

人材の育成への意識も低く、各科目において意識的に 

授業内容に組み込み、教授されていないのが現状であ

る。そのために、今後は次の目標を立てて取り組んで

いくこととした。

　１）１年次から４年次を通じて、系統的に科目選択・

履修することで、段階的に必要な基礎的能力が身につ

くような科目の構造化をしていく。

　２）赤十字奉仕団活動などへの参加も、赤十字活動

への理解を深めるものとして位置づけ、プログラムに

組み込んでいく。

　３）基礎的能力の活用および応用段階として、４年

次に国際看護学演習で、現地体験を通して国際感覚や

救援活動へのイメージ化を行う。

　１年次からでも、または２年次からでもこの教育プ

ログラムを選択すれば、国内外で救援・救護活動を組

織的に実施できる基礎的能力を身につけることができ

るように展開していくことが必要である。そして、大

学全体をあげて、この教育プログラムの各科目の担当

教員が意識的に授業内容を工夫していくことが必要と

なる。

　そこで、以下の３点について教育プログラムの検討

を行った。

　１）科目設定（内容，配当年次）

　将来国際救援活動を希望する学生のために履修モデ

ルを作成した（表２）。

　現在の本学のカリキュラムにおいて、赤十字の活動

の理解と実践者の育成のために、１年次に必修科目「赤

十字の歩みと活動」、２～４年次に選択科目「赤十字

救護・援助方法Ⅰ（救急法）・Ⅱ（水上安全法）・Ⅲ（家

庭看護法）」を授業科目としている。また、災害救援・

救護活動の理解のために、平成18年度入学生より「災

害看護学」を４年次に必修科目に変更し、災害救護訓

練の実践的技術の習得に向けて訓練を体験することも

組み込んだ。今後は、日本赤十字社Ｈ県支部や地域と

の連携を深め、大規模防災訓練への参加など新たに履

修コースを選択した学生の体験学習を開拓して行く必

要がある。

　国際救援・救護活動に関する科目としては、国際的

な視点から看護を捉えるために、１年次の必修科目「赤

十字の歩みと活動」では、動機付けとして国際救援

活動への派遣経験の豊富な体験を赤十字看護師が語る

コマを設けた。また、３年次に選択科目｢国際社会と

保健活動｣、４年次に選択科目「国際看護学」を展開

しているが、これらも特化コースでは履修する。また

現在は先進国である米国で国際看護演習を行っている

が、国際救援・救護活動の需要が高いのは、発展途上

国であり、こうした国の文化に直接触れて、理解を深

めることも重要である。そのために、アジアに国際看

護演習の場の開拓を試みている。学生の興味・関心を

大切にし、学習の場を広げるためにも、学生に発展途

上国に行ける機会を提供することが肝要である。また、

国際救援活動に関しては、国際保健や国際開発が重要

視されるため、今後はこれらの科目を新たに開設する

ことも検討する必要がある。

　語学に関しては、国際救援・救護活動の場において、

語学を活用してコミュニケーションを図り、リーダー

的存在となることを目指して在学中に基礎的な語学力

を養う。そのために、１年入学時から卒業まで、一貫

して語学を学習できるように、カリキュラムを工夫し

た。１年次に必修科目である「英語」を学習し、２年

次には選択科目として「英語」および「フランス語」「中

国語」を履修できる。４年次には、国外での活動や外
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国人を対象とした看護を視野に入れて、選択科目「看

護英語」をおいている。また、昨年度より、希望者が

積極的にTOEICの受験し、能力を向上できるよう配

慮している。さらに、英語のネイティブ・スピーカー

である専任教員が２名、非常勤講師が２名で教授して

いる。語学教育としてだけでなく、外国人教員と接し、

活動するという体験を通して、異文化を理解しようと

いう姿勢を身につけることにもつながるため、積極的

にコミュニケーションの機会をもつことのできる環境

を提供する工夫も必要であろう。さらに、学内での授

業だけでなく、課外活動として、地域で開催されてい

る外国人との交流の場に積極的に参加し、外国人と交

流し視野を広げ、異文化の理解が深まるような機会も

提供することも必要である。

　２）履修指導

　平成18年度入学生より、カリキュラムの一部を改正

し、１年次から４年次にかけて、より系統的に学習で

きるように、履修指導を積極的に行い、学生を支援し、

国際救援・救護に貢献できる人材の育成を目指すこと

ができるよう検討した。これまで、選択科目であった

「災害看護学」を必修科目として、Ｈ赤十字看護大学

に入学したより多くの学生が、災害時の救援・救護活

動や看護に興味を持つことができるようにした。

　Ｈ赤十字看護大学は、教員と学生とのふれあいを

通して、学生生活を有意義に過ごすことができるよう

に、また人格の陶冶にむけて援助していくことを目的

に、チュートリアル制度を導入している。チューター

は、履修指導や個別相談、生活指導、また卒業を控え

た学生には就職相談などを通じて、各学生が学習活動

に意欲的に取り組み、自己の適性や将来の目標を考慮

しながら将来を自己決定していけるように支援してい

る。国際救援看護師を志願している学生のモチベーシ

ョンを保ち続けられるように、入学時のオリエンテー

ション、毎年年度初めの学年毎ガイダンス、チュータ

ーによる個別指導を通して、一貫した履修指導を実施

し、学習支援をしていく体制を強化する必要がある。

　３）課外活動推進

　本研究の結果では、「人間関係構築能力」や「自己

管理能力」などの社会性に関する実践力や人間性に関

する能力を求められていることがわかった。現代の学

生の特徴として、社会性の乏しさがあげられる。将来、

国際救援・救護の場において、救護看護師として看護

活動が行え、さらに指導者としての役割を担うために

は、社会性は重要な要素である。Ｈ赤十字看護大学で

は、平成18年度よりＨ赤十字看護大学学生奉仕団を発

足し、学生委員会がその活動を支援している。今後は、

社会性やボランティア精神を育成させるためにも、日

本赤十字社H県支部と連携をとり、奉仕団活動が主体

的・積極的に推進できるよう支援していくことが必要

である。また、課外活動として、地域で開催されてい

る外国人との交流の場に積極的に参加し、視野を広げ、

異文化の理解が深まるような機会も提供することも必

要である。さらに、赤十字系大学間での情報の共有や

赤十字施設との連携、赤十字看護師育成のための継続

教育との連携をどのように図っていくのか検討するこ

とも課題である。

　 　 1年次 2年次 3年次 4年次 卒業後

講義 前期
　

赤十字の歩みと活動 成人看護Ⅱ（急性期） 生命と倫理 ※国際看護学

BTC＊1
HELP＊2

赤十字救急法指導員講習
国内拠点病院への就職

英語（ReadingⅠｰ1） ※英語（ReadingⅡ）
※国際社会と保健活動
（国際保健についての内容
を含む）

※国際看護学演習（8月）

英語（WritingⅠｰ1） ※英語（WritingⅡ） ※フランス語・中国語Ⅱ ＊アメリカ（先進国）

英語（Lis & SpeakⅠ-1） ※英語（Lis & SpeakⅡ） 赤十字救護Ⅰ・救急 ［＊アジア（途上国）］

基礎ゼミⅠ （英語集中） 赤十字救護Ⅰ・救急

※人間の存在 ※フランス語・中国語Ⅰｰ1 赤十字救護Ⅰ・救急

※法と人権

基礎看護学実習Ⅰ 各領域看護学実習・総合
看護実習

後期

英語（ReadingⅠｰ2） ※英語（ReadingⅢ） 災害看護学

英語（WritingⅠｰ2） ※英語（WritingⅢ） ※看護英語

英語（Lis & SpeakⅠ-2） ※英語（Lis & SpeakⅢ） ※フランス語・中国語Ⅲ

基礎ゼミⅠ(英語集中） ※フランス語・中国語Ⅰｰ2

医療の本質

※国際社会と政治

※人類と文化

基礎看護学実習Ⅱ 成人看護学実習Ⅰ 各領域看護学実習

課 外 活 動 　赤十字奉仕団（地域・青年），　　　　　　英会話サークル・TOEIC，　　　　　Ｈ県内における諸活動への参加　

自己学習支援 　国内における異文化交流　

  網掛け部分は、現在検討中の追加項目　課外活動・自己学習支援は内容
検討中

＊1： Basic Training Course for Future Delegates　（国際救援・開発協力要員基礎研修会）～日
赤主催

※選択科目は特化コースでは履修強化科目となる
　赤十字救急法は２年次から４年次のいずれかの学年で履修可能

＊2： Health Emergencies in Large Populations　～ ICRC，日赤，日赤国際九州看護大，WHO
企画

表２．現行カリキュラムにおける国際救援を目指す学生のための特化した科目の履修モデル
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Ⅴ．結論

　本研究により、以下のことが明らかになった。

Ａ．赤十字の国際救援活動に貢献できる人材育成のた

めに大学卒業時に必要とされる基礎的能力には、①知

識②実践能力③人間性が求められていた。

Ｂ．教育プログラムの検討として、１年次から語学教

育とボランティア活動の奨励を中心に特化した履修モ

デルに基づいた履修指導の強化が必要である。

Ⅵ．おわりに

　日本赤十字社は、全国赤十字施設において、将来、

国内外の救援・救護活動を担う人材の育成を目的に、

日本赤十字社の救護員としての赤十字看護師の養成を

行っている。大学においては、国際救援活動へのモチ

ベーションや意欲を高められるように教育を行い、卒

業後継続して教育を受けることができるよう大学と赤

十字施設との連携をとり、より質の高い人材育成へと

つなげることは、赤十字の発展のためにも重要である。

　本研究では、４年制赤十字大学生の卒業時の基礎的

能力を明らかにし、教育プログラムの検討を行った。

今後は、新たに特化したコース履修者の状況の把握と、

プログラムの評価を段階的に行っていくことが必要で

ある。
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